私 は、 最近 米国の 所謂 文壇が、 どんな 作品 を 歓迎し 

称 讚して いるか は 知らない。 が、 ほんの 一寸で も 触れ 

て 見た 知識階級、 又は 文芸 愛好者と も 云うべき 人々 の 

間で、 悦 ばれて いた 二三の 作家 を 思い出して 見よう。 

そう 思つ て 自分の 読み 度い と 思う 本の リスト を 繰つ 

て 見る と、 其の 大半 は 欧州の 作家で ある。 〃TtieFour 

Horseman of Apocalypse: を 書いて 俄に 注目の 焦点 

と 成った 西班牙の ブラス コ • ィ パンツ を 始め、 松 村み 

ね 子 氏に よ つ て 翻訳され た 「人馬の 花嫁」 の 作者、 口 — 

ド- ダン サニ ー 其 他、 H. 0. Wells, John Galsworthy, 

KipllinTO, A.nal;01e France, Maurice Maeterlinck. 等と 



云う 作者 は、 皆、 英国、 仏蘭西、 白 耳義の 人々 である。 

斯様に 外国の 作家 を 尊重す る 現象 は 直に 自国の 優秀 

な 作品 を 持たない と 云う 事に は 成るまい。 嘗て 米国 は 

Stevenson や Allan を 産んだ の だ。 けれども 今 

Kipling に 匹敵す る 作家と して は 0. Henry と 数え 始 

めて 二三と 続ける 事 は 出来ない。 毎月 毎月 彼那 にも 沢 

山 出る 雑誌に、 彼那 にも 沢山の 作品が 載りながら 結局 

は、 紙屑 を斿 えてい るの かと 思う。 いくら 彼方此方の 

大学で 一 生 懸命に 「短篇 小説 作法」 を 講義して いても、 

ほんと 

講義し 切れない ものが あるの だから 恐ろしい。 真個に 

ひとのこと ではない と 思う。 さて、 此 から 私の 書き 並 



れて今 は 一 部の 偶像の ように 成って いる Lord 

Dunsany に 就て 書こう。 彼の 経歴 は 厨 川 白 村 氏の 印 

象 記の 中に 委しく 書かれて いるから やめて 作品に 移る。 

彼 は 全く 白 村 氏の 書かれた 通り 新しい 浪漫主義 者で 

あろう。 故国の 政治的 状態に 就て 話そうと はせ ずに、 

昔ながら の 伝説と 神秘の 詩に 抱かれながら、 「今」 を 超 

えて 生活 をす る 愛蘭 農民の 永遠 を 語る のが 彼で ある。 

彼の 素晴らしい 空想 は、 何時でも すきな 時に 私共 を 引 

攫って 驚異の 国の 神、 悪魔に、 スフィンクスに 引合 わ 

せる。 彼の 二重 瞼の 大きな 眼 は 明るい 太陽の 真下で も、 

体中に 油 を 塗りつ けた 宝玉 商の Thengobrind が 「死 



饒 さの 裡に は、 蒼 ざめ た 果敢な さや、 愚痴 や 只 甘い 歎 

息 は 左様なら を 云われて いる。 

LordDunsany に 次で、 現今 米国の 知識階級に 悦ば 

れ ている の は、 John Galsworthy や H. o. Wells など 

であろう。 

二人 はまる で異 つた 傾向 を 持って いるら しい。 誰で 

も 知つ ている 通り Hb;wells は 科学 小説と でも 云う 

べき もの を 独特な 天地に して いるに 対して、 

Galsworthy の 方 は、 面倒な 理屈 は 抜きで、 読む 者 を 

どしどしと 惹 つけて 行く ような 筆致 を 持 つてい る。 



H.G.AVells は 知らない、 が Galsworthy は、 彼の 体 付 

の 通り、 どちら かと 云う と、 細 づくリ な、 輪廓の 柔か 

い、 上品と 落 付きと 一 種の 物 懶さを まぜた ような 気分 

を 持って いるよう な 心 持が する。 余り 沢山 読んで いな 

いので 分らない けれども、 一寸した 短篇ながら、 "The 

Juryman" の 主人公の 心 持 は、 可成 作者 自身の 生活に 

対する 頷き を 現わして いるものではないだろう か。 

彼 はちつ とも 人間 を栴 えない。 英雄的な 性格で もな 

ければ、 さりと て 傑人 的な 性格で もない、 極く ぁリふ 

れた 英国の 相当に 教養 を 授けられた 人々 の 間に 起る 事 

を、 平静な、 息 を はずませない 筆で 描いて 行く ので あ 



道の 樹蔭を 静かに 行く のが 彼の 作品の 後 姿で ある。 

去年の 夏 頃 米国に 来遊して 間もなく "saint_s 

progress" と 云う 四百 頁 余の 長篇が 出版され て 六月 か 

ら 八月までに 四 版 を 重ねた。 

その他に 今 解って いる 作品 集 は 

が The MSI of ^propjerty; 

〃The Country House." 

ガ The Dark Flower." 

〃！ ^ive .Tales." 

だ Villa and other stories" 



"The Island Pharisees" 

〃The ^^so^p-^ 

"The Man, and other stories." 

だ The Inn of Tranquility" 

〃Mem〇ries. ガ 

此 等の 他に 三 冊の 脚本 集が ある。 脚本と して は 

が The Silver roox" 

〃The widest son: 

〃The Dream -〃 

〃The Mob." 



〃A Bit O-Love" 

そのほか 五六の 作が あるが、 私が あちらに いたう ち 

に、 彼の 作品が 上場され たと 云う こと は 聞かなかった。 

脚本の 事で 思い出す が、 つい 先頃 紐 育で 上場して 

非常な 称 讚 を 受けた Maeterlinck の die Betrothal" 

が Alexander Telxeira de Mattos. と 云う 人の 英訳で 

出版され た。 

あれ は 素晴らしい ものであった。 真個に 又もう 一度 

見たい ものの 一 つで ある。 插画も 何もな しで、 彼程 夢 

幻 的な 美が 具体的に 感じられ るか どうか は 疑問 だけれ 

ども、 よい 本 だと 思う。 丁度 今、 紐 育の メトロ ポ リタ 



ン オペラ ハウスで 「青い鳥」 を 上演して いるので、 

余計に 心 を 引かれる。 さぞよ いだろう。 

つい 間近に 成った 民衆 座の 同じ ものが、 かなりよ く 

出来た というの は悦 しい。 

！ Romain Holland の 近作 だ C0161S BreuTOnoru 力. 版 

された。 

此は、 戦争 中に 書かれた もの だそう だが、 上梓され 

たの はつい 近頃の 事で ある。 まだ 読まない ので 解ら な 

いが、 彼の 傑作で ある 「ジ ヤン • クリストフ」 完成 後、 

反動的な mood の 要求に よりて 此の、 明快な、 希望と 



生活力に 満ちた 大工と 指 物 を 業と する 五十男の 物語り 

が 書かれた の だと 云って いる。 

主人公 は、 作者の 故郷で ある Burgundy の 村民で、 

生粋の 職人で ある。 

自然の あらゆる 美 を 愛し、 酒 を 愛し 仕事 を しんから 

悦ぶ彼 は、 自分の 哲学 を 持って 生の 隅から隅まで を 愛 

する 男で ある。 彼 は 失望 や 倦怠と 云う 事 を 知らない。 

どんな 苦痛 や 困難に 打ち 叩かれても、 決して 参った と 

は 云えな く 生れつ いている。 

ガ How msly glorious things there ひ re on this 

round t>all, things whicll smile at you. And taste 



sweet, life is ^ood, t>y the Lord: 

そして 村に 流行した 疫病で、 妻に は 死なれ、 愛する 

さかん 

孫娘 は 瀕死に 陥っても 尚 彼 は、 その 熾な 目覚ましい 

生活力の ままに 生 を 肯定し 希望 を 鼓舞して 行く ので あ 

る。 

〔 一 九 二 〇 年 二月〕 
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